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ザ
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ザ
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芸能発表の部 (11 月 11 日 )芸能発表の部 (11 月 11 日 )
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２２

４年ぶりの芸能発表会も盛況に！
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10
月
20
日
、
神
岬
会
館
前
広
場

の
補
修
工
事
の
社
会
貢
献
を
行
っ

た
地
崎
道
路
株
式
会
社
北
海
道
支

店
（
札
幌
市
）
を
訪
れ
た
松
井
町

長
か
ら
同
社
髙
橋
取
締
役
支
店
長

へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
町
内
神
岬
町
の
沼

前
駐
車
場
～
積
丹
ト
ン
ネ
ル

間
の
国
道
２
２
９
号
舗
装
補

修
工
事
の
施
工
を
ご
縁
に
、

「
し
ゃ
こ
バ
ス
発
着
地
（
神
岬

会
館
前
広
場
）」
の
傷
み
が
激

し
か
っ
た
舗
装
の
補
修
工
事

を
工
事
現
場
の
町
へ
の
地
域

貢
献
活
動
と
し

て
実
施
し
ま
し

た
。

　

広
場
は
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
補

修
工
事
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
に

な
り
、
バ
ス
利

用
者
の
皆
さ
ん

か
ら
同
社
の
地

域
貢
献
に
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

▶
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長
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写
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送
受
信
を
確
認
す
る

「
通
信
訓
練
」。
町
内
の

土
や
水
の
採
取
、
可
搬

型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
で
町
の
汚
染
状
態
を

計
測
す
る
「
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
訓
練
」、
共
和
町

の
北
海
道
原
子
力
防
災

セ
ン
タ
ー
に
管
内
町
村

職
員
が
参
集
し
、
道
と

の
連
絡
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
参
集
訓
練
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
が
原
子
力

10
月
25
日
の
北
海
道
原
子
力
防

災
総
合
訓
練
は
、
泊
発
電
所
の
炉
心

冷
却
等
の
装
置
が
全
て
故
障
し
、
冷

却
不
能
に
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
で
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
連
絡
方
法
と
し

て
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
・
屋
外
拡
声

器
・
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
の
避
難
先
と

し
て
美
国
小
学
校
に
令
和
元
年
に
整

備
さ
れ
て
い
る
「
放
射
線
防
護
対
策

施
設
」
機
能
の
稼
働
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。

　

同
施
設
に
は
、
停
電
等
に
よ
り
電

源
が
喪
失
し
て
も
稼
働
で
き
る
よ
う

▲防災備蓄品の確認

に
非
常
用
電
源
設
備
や
外
気
の
流
入

を
抑
え
る
外
調
機
設
備
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
稼
働
手
順
の
確

認
と
、
出
入
口
で
の
汚
染
を
防
ぐ
た

め
の
養
生
方
法
と
手
順
を
町
職
員
が

実
践
し
ま
し
た
。
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